
バイオ
DNAへの簡便なランダム変異
導入方法

技術の特徴
・酵素の改変を行うためのDNAへのランダム変異導入には通常エラープローン
PCR法が用いられる。従来法では作業に６ステップ２日要する上、温度を精密に
コントロールできるサーマルサイクラーと呼ばれる特殊な装置が必要である。
今回開発した方法では、RCA増幅と呼ばれる方法を用いることにより作業が３
ステップ１日と大幅に短縮された上、厳密な温度コントロールが不要になり大変
簡便に変異操作を行えるようになった。

研究の内容

今後の展開

種々の酵素の変異ライブラリーを作成し改良された酵素を作成する。
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